
   国立大学法人大分大学における自家用車の業務使用に関する取扱内規 

                            平成２２年３月１２日制定 

平 成 ２ ２ 年 内 規 第 ２ 号 

 

（趣旨）  

第１条 この内規は，国立大学法人大分大学の理事，監事，教育職員，事務職員，技術職員，教

務職員，特任教員，嘱託職員（以下「役職員」という。）が，国立大学法人大分大学旅費規程に

定める旅行命令を発する業務以外の業務命令（以下「業務」という。）において，法人の所有す

る自動車（以下「公用車」という。）を使用することができない場合，「自家用車」を業務用

として使用する場合に必要な事項を定める。 

 

 （定義） 

第２条 この内規において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところによる。 

 （１） 「自家用車」とは，道路運送車両法（昭和２６年法律第１８５号）第２条第２項に規

定する自動車（自動二輪車を除く）で，役職員又は役職員の親族が使用しているものを

いう。  

 （２） 「業務」とは，教育研究上の調査打合せ，資料収集，出張授業，研修，家庭訪問，実

習先訪問，事務連絡及び物品の運搬等の業務をいう。  

 （３） 「所属又は主担当部局等の長」とは，各学部，各大学院研究科，学術情報拠点，各学

内共同教育研究施設，保健管理センター，ＩＲセンター，教育学部附属学校（園），医学

部附属病院，監査室及び事務局各部（学部事務部を含む。）の長をいう。 

 

 （自家用車業務使用基準）  

第３条 自家用車の業務使用は，公用車が使用できない場合で，かつ，次の各号のいずれかに該

当する場合とする。 

 （１） 公共交通機関の利用が困難な場合又は公共交通機関を利用すると業務の遂行が著しく

遅滞する場合  

 （２） その他所属又は主担当部局等の長が必要と認めた場合   

２ 前項による自家用車の業務使用ができる範囲は，大分県内とする。 

 

 （自家用車の要件）  

第４条 業務に使用できる自家用車は，自己責任で補償できるよう次の各号に該当する自動車任

意保険に加入しているものとする。 

 （１） 対人賠償保険 １名につき無制限  

（２） 対物賠償保険 一事故につき無制限 

（３） 他の者を同乗させる場合は，人身傷害保険又は搭乗者傷害保険 １名につき１，００

０万円以上 

 

 （自家用車使用者の要件）  



第５条 自家用車を業務に使用することができる役職員は，次の各号に該当する者とする。 

 （１） 第６条の申請時に引き続き１年以上自動車を日常的に運転している者 

 （２） 心身の状態が良好で安全の確保に不安がない者 

 

 （自家用車業務使用登録の申請）  

第６条 役職員が，自家用車を業務に使用するときは，あらかじめ自家用車業務使用（登録・変

更・取消）申請書（別紙様式第１）に次の各号の写を添付して，所属又は主担当部局等の長に

申請するものとする。 

 （１） 運転免許証 

 （２） 自動車検査証 

 （３） 自動車損害賠償責任保険証書 

 （４） 自動車任意保険証書 

２ 所属又は主担当部局等の長は，前項の申請内容が第４条及び第５条の要件を満たしていると

きはこれを許可し，申請者に通知するとともに自家用車業務使用（登録・変更・取消）管理簿

（別紙様式第２）にて管理するものとする。  

３ 申請を許可された者（以下「許可者」という。）は，申請内容に変更が生じた場合は，遅滞

なく別紙様式１にて届け出るものとする。 

 

 （禁止事項）  

第７条 許可者は，自家用車の業務使用にあたり，次の行為をしてはならない。  

 （１） 道路交通法（昭３５年法律第１０５号）その他関係法令に違反すること。  

 （２） 本人以外の者に運転させること。  

 （３） 心身の状態が，過労，睡眠不足，疾病その他の理由で不適当な状態で運転すること。  

 （４） 台風，洪水，地震その他の災害等で，運転することが危険であると予想されるときに

運転すること。 

 

 （自家用車業務使用報告）  

第８条 許可者は，自家用車を業務に使用したときは，その都度，自家用車業務使用報告書（別

紙様式第３）（以下「報告書」という。）に記載しなければならない。  

 

 （事故発生時の措置）  

第９条 自家用車の業務使用中に事故が発生したときは，負傷者の救護，道路における危険防止，

警察への通報等必要な措置を講じた上で，所属又は主担当部局等の長に報告しなければならな

い。  

 

 （損害の賠償等）  

第１０条 この内規の規定により，自家用車を業務に使用している間に生じた事故に対する損害

賠償責任については，当該自家用車が加入する自動車保険等で対応するものとする。 

２ 当該自家用車が業務使用中に受けた毀損の修繕費及び当該運転者に課せられる罰金，科料，



反則金等は当該許可者が負うものとする。  

 

 （経費の請求）  

第１１条 許可者は，この内規に基づき自家用車を業務に使用し，請求期間の走行距離が５０キ

ロメートル超えた場合は，経費を請求することができる。ただし，請求は，１ヶ月程度をまと

めて行うものとし，請求期間の開始日は，４月１日からとし，最終日は，翌年３月３１日とす

る。 

２ 経費を請求する場合は，報告書に基づく請求書（別紙様式第４）を作成し，該当期間分をま

とめて財務部経理課又は医学・病院事務部経営管理課へ請求するものとする。 

３ 経費の請求があった場合は，第１項の走行距離に「１０円／キロメートル」（法人が定める

単価）を乗じて得た額を支給するものとする。ただし，１００円未満の端数がある場合はこれ

を切り捨てる。  

４ 許可者が業務上の必要により有料道路又は有料駐車場を利用し立替払いを行った場合は，別

途請求することができる。 

 

 （雑則） 

第１２条 自家用車を使用した旅行命令による出張の場合においても，この内規の使用条件を準

用するものとする。 

２ この内規に定めるもののほか，必要な事項は，別に定める。 

 

附  則 

 この内規は，平成２２年４月１日から施行する。 

 

附 則（平成２４年内規第３号） 

この内規は，平成２４年４月１日から施行する。 

  

附 則（平成２５年内規第３号） 

この内規は，平成２５年１２月２５日から施行する。 

 

附 則（平成２６年内規第１号） 

この内規は，平成２６年６月１日から施行する。 

 

附 則（平成２８年内規第２号） 

この内規は，平成２８年４月１日から施行する。 

 

   附 則（平成２８年内規第６号） 

 この内規は，平成２９年１月１日から施行する。 

   

 附 則（平成３０年内規第５号） 



この内規は，平成３０年４月１日から施行する。 

 

 附 則（平成３１年内規第２号） 

 この内規は，平成３１年３月２２日から施行する。 

 

 附 則（平成３１年内規第３号） 

 この内規は，令和元年５月１日から施行する。 

 

  附 則（令和２年内規第３号） 

 この内規は，令和２年４月１日から施行する。 

 

   附 則（令和２年内規第４号） 

 この内規は，令和２年４月１日から施行する。 

 

 


